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               審   査   の   要   旨 
 
 
 北中国地塊に接しその北側に東西数百kmに亘って分布するシンガン-モンゴル造山帯は、複雑な地質構
造発達史を有している。本論文は同造山帯の構造発達史に新たな知見を与え、さらに同造山帯東部のリ
ンシー鉱床地域の主要な蛍石鉱床の成因を解明したものである。リンシー蛍石鉱床地域にはいくつかの
深成岩体が分布するが、著者はこれらの花崗岩類について詳細な岩石記載、伴われるジルコンのウラン-
鉛年代の測定、全岩化学組成の分析、ハフニウム同位体比の分析などを行い、古生代末期から中生代初
期の期間に同地域では4期に亘る構造運動を確認するとともに、そのモデルを提示した。さらに、同地域
の主要な蛍石鉱床であるシュイトー鉱床およびシャオベイゴ鉱床を詳細に調査し、母岩および鉱石試料
についてジルコンのウラン-鉛年代およびサマリウム-ネオジウムアイソクロン年代を提示し、鉱化作用が
白亜紀初期に生じたことを報告している。著者は鉱石および脈石鉱物に伴われる流体包有物の産状を詳
細に報告し、さらにマイクロサーモメトリーにより鉱化温度と熱水溶液の塩濃度を明らかとした。流体
包有物から抽出した水の酸素・水素同位体比の分析、脈石炭酸塩鉱物の炭素・酸素同位体比の情報から、
鉱液は循環する天水を起源としていることが解明された。リンシー蛍石鉱床地域の地質構造発達に伴う
火成活動が鉱脈型蛍石鉱床の形成に密接に関連することを明確に示した研究は、著者によるものが初め
てであり、その成果は国内外から高い評価を得ている。 
 平成３０年７月１２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
